
望

月

一

樹

【 

研
究
ノ
ー
ト 

】

享
保
一
四
年
に
お
け
る
象
の
多
摩
川
渡
河
に
つ
い
て

『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
─
人
文
科
学
─
』
第
五
十
一
号

　抜
刷
（
二
〇
二
五
年
一
月
）
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【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

 

享
保
の
象　

多
摩
川　

六
郷
の
渡
し　

川
崎
宿

【
要
旨
】

　

享
保
一
三
年
（
一
七
二
八
）
交
趾
国
（
現
・
ベ
ト
ナ
ム
）
よ
り
渡
来
し
た
象
は
、

翌
一
四
年
に
長
崎
を
出
発
、
そ
の
後
、
京
都
を
経
て
江
戸
ま
で
二
ヶ
月
以
上
を
か

け
歩
い
て
旅
を
し
た
。
そ
の
間
、
河
川
で
は
歩
行
渡
し
、
あ
る
い
は
船
渡
し
で
渡

河
し
た
が
、
多
摩
川
で
は
船
橋
を
利
用
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

の
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
近
年
新
た
に
発
見
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
、
や

は
り
多
摩
川
に
お
い
て
も
他
の
河
川
同
様
に
船
で
の
渡
河
が
確
実
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。

は
じ
め
に

　

八
代
将
軍
吉
宗
の
治
世
で
は
、「
享
保
の
改
革
」
と
呼
ば
れ
る
大
規
模
な
政
治
改
革
が

行
わ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
吉
宗
は
、
財
政
再
建
の
も
と
強
い
幕
府
を
目
指

す
と
と
も
に
、殖
産
興
業
や
医
薬
政
策
も
推
し
進
め
て
い
る
。
殖
産
興
業
の
施
策
は
人
参

や
砂
糖
の
国
産
化
へ
と
展
開
す
る
一
方
、
医
薬
政
策
で
は
本
草
学
者
を
積
極
的
に
登
用

し
、
全
国
的
な
薬
草
調
査
を
行
う
な
ど
し
て
、
本
草
学
、
後
の
博
物
学
の
発
展
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
学
術
的
探
究
が
盛
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
享
保
一
三
年

（
一
七
二
八
）
に
当
時
東
ア
ジ
ア
で
の
貿
易
に
活
躍
し
て
い
た
鄭
太
威
に
よ
って
、
交
趾
国
か

ら
牝
牡
二
頭
の
象
を
乗
せ
た
唐
船
が
長
崎
に
入
津
し
た（

（
（

。

　

日
本
へ
の
象
の
渡
来
は
、
応
永
一
五
年
（
一
四
〇
八
）
足
利
将
軍
に
献
上
さ
れ
た
の
を

最
初
と
し
、
享
保
以
前
で
五
回
を
数
え
る
と
い
う
。
今
回
の
渡
来
は
、
幕
府
の
命
に
よ
り

吉
宗
に
献
上
す
る
た
め
と
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
は
外
国
の
珍
獣
に
対
す
る
興
味
と
、

そ
の
生
態
や
特
性
な
ど
を
実
見
す
る
こ
と
で
知
識
を
得
よ
う
と
し
た
博
物
学
的
な
観
点

が
大
き
な
意
図
と
し
て
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
て
今
回
長

崎
に
上
陸
し
た
象
で
あ
る
が
、間
も
な
く
牝
象
は
病
死
し
、残
っ
た
牡
象
が
翌
一
四
年
（
一

七
二
九
）
三
月
に
、
江
戸
を
目
指
し
陸
路
約
一
四
〇
〇
㎞
、
二
ヶ
月
に
及
ぶ
旅
に
出
立
し

た
。
す
で
に
二
月
に
は
、
長
崎
奉
行
渡
辺
出
雲
守
か
ら
各
街
道
の
宿
に
対
し
、
通
行
上
の

諸
注
意
な
ど
の
通
達
が
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
道
中
に
お
け
る
渡
河
に
つ
い
て
も
、
二

通
り
の
方
法
が
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
一
つ
は
、
徒
歩
渡
し
の

川
で
は
、
人
が
多
く
出
て
差
し
添
え
れ
ば
不
都
合
な
く
渡
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、ま
た
次

に
渡
船
の
川
で
は
、
大
ぶ
り
の
馬
が
三
、
四
疋
乗
れ
る
船
が
あ
れ
ば
差
し
支
え
な
い
、
と
そ

の
渡
河
方
法
を
示
し
て
い
る（

（
（

。
し
か
し
実
際
の
旅
に
お
け
る
動
向
に
つ
い
て
は
各
地
に
残
る

古
文
書
類
に
も
限
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
ま
で
の
道
中
の
実
態
の
す
べ
て
を
窺
い
知
る

こ
と
は
残
念
な
が
ら
で
き
ず
、
具
体
的
な
部
分
で
不
明
な
点
が
多
い
の
も
実
情
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
多
摩
川
に
お
け
る
六
郷
の
渡
し
場
で
の
渡
河
方
法
に
つ
い
て
、
こ
れ

望　

月　

一　

樹

【 

研
究
ノ
ー
ト 

】

享
保
一
四
年
に
お
け
る
象
の
多
摩
川
渡
河
に
つ
い
て
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ま
で
の
先
行
研
究
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、今
回
新
た
に
見
つ
かっ
た
資
料
を
も
と
に
再
検

討
を
加
え
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

一　

多
摩
川
の
渡
河
に
つ
い
て
の
研
究
史

　

象
の
多
摩
川
に
お
け
る
渡
河
方
法
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
大
き
く
二
つ
の
説
が
あ
っ
た
。

一
つ
は
、
船
を
何
艘
も
川
幅
に
並
べ
繋
ぎ
と
め
て
造
っ
た
、
仮
設
の
船
橋
の
上
を
歩
か
せ
て

渡
す
方
法
、そ
し
て
も
う
一
つ
は
通
常
の
渡
し
で
使
用
し
て
い
る
船
に
象
を
乗
せ
渡
す
方
法

で
あ
る
。

　

ま
ず
前
者
の
船
橋
に
よ
る
渡
河
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
資
料
が
荏
原
郡

下
丸
子
村
の
名
主
を
務
め
て
い
た
平
川
家
に
残
さ
れ
た
古
文
書
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
平

川
家
文
書
の
中
の
『
享
保
十
四
年　

御
用
触
留
帳（

（
（

』
に
記
さ
れ
た
五
月
四
日
か
ら
一
六

日
付
の
以
下
の
資
料
で
あ
る
。

御
用
象
江
戸
着
ニ
付
、
六
郷
渡
し
場
舟
橋
ニ
被
仰
付
候
、
右
舟
橋
御
入
用
人
足
諸

色
之
儀
、
領
内
役
ニ
被
仰
付
候
筈
ニ
被
仰
渡
候
、
一
両
日
之
内
割
触
可
申
候
間
、

人
足
壱
人
諸
色
壱
本
成
共
無
未
進
割
合
寸
法
之
通
御
出
し
可
有
之
候
、
尤
右
之

段
先
達
て
申
触
置
候
様
ニ
被
仰
付
、
如
此
ニ
御
座
候
、
此
状
村
下
印
形
早
々
御
廻

し
、
留
よ
り
御
返
し
可
被
成
候
、
以
上

　
　
　
　
　

酉
五
月
四
日　

子
ノ
中
刻　
　
　
　
　

御
用
番　

七　

蔵　

　
　
　

高
畠　

町
や　

古
川　

道
塚　

原　

古
市　

矢　

下　

う　

嶺

　
　
　

久
ヶ
原　
　

右
御
名
主
中

す
な
わ
ち
、
江
戸
到
着
を
前
に
し
て
幕
府
か
ら
六
郷
の
渡
し
で
は
船
橋
を
設
営
す
る
こ
と

が
決
め
ら
れ
、
そ
の
た
め
の
人
足
や
物
資
に
つ
い
て
、
五
月
四
日
に
六
郷
領
の
村
々
に
触
が

出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
九
日
に
は
、

渡
場
御
普
請
人
足
之
儀
、
今
日
之
割
之
通
百
石
壱
人
割
ニ
て
、
御
普
請
御
仕
廻
迄

毎
日
御
出
し
か
あ
り
之
候
、
尤
未
進
無
之
様
ニ
御
申
付
ヶ
可
有
之
候
、
此
状
村
下

印
形
早
々
御
廻
し
、
留
よ
り
御
返
し
可
被
成
候
、
以
上

　
　
　
　
　

酉
五
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
番　

七　

蔵　

印

　
　
　

高
畠　

古
川　

道
塚　

原
村　

古
市　

矢
口　

下
丸
子　

鵜
木　

嶺

　
　
　

久
ヶ
原　
　

右
御
名
主
中

と
あ
る
よ
う
に
、
村
高
百
石
に
つ
き
一
人
の
人
足
を
、
工
事
開
始
か
ら
終
了
ま
で
供
出
す

る
こ
と
の
触
が
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
船
橋
設
営
の
た
め
の
工
事
は
、滞
り
な
く
一
五
日
に
は

お
お
よ
そ
完
了
し
た
よ
う
で
、

六
郷
渡
場
御
普
請
今
日
切
出
来
仕
候
、
明
十
六
日
よ
り
之
出
人
足
相
止
候
様
ニ
御

申
付
可
有
之
候
、
此
状
村
下
印
形
早
々
御
廻
し
、
留
よ
り
御
返
し
可
被
成
候
、
以

上
　
　
　
　
　

酉
五
月
十
五
日　

未
中
刻　
　
　
　
　

御
用
番　

七　

蔵

　
　
　

高
畑　

町
や　

古
川　

道
塚　

原
村　

古
一
場　

矢
口　

下
丸
子

　
　
　

鵜
木　

嶺
村　

久
ヶ
原　
　

右
御
名
主
中

と
あ
る
よ
う
に
、
翌
日
以
降
の
人
足
供
出
は
必
要
な
し
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

翌
一
六
日
に
は
、

象
泊
リ
之
儀
ハ
、
明
十
七
日
之
晩
川
崎
宿
泊
リ
ニ
て
十
八
日
ニ
江
戸
入
ニ
候
間
、
左

様
ニ
御
心
得
可
有
候

　
（
以
下
、
心
得
九
ヶ
条
略
）

右
之
外
ニ
も
象
通
り
障
り
候
様
成
儀
有
之
候
ハゝ
、
早
々
相
止
候
様
ニ
御
申
付
ヶ
可

有
之
候
、
此
状
村
下
印
形
早
々
御
廻
し
、
留
よ
り
御
返
し
可
被
成
候
、
以
上
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酉
五
月
十
六
日　

巳
下
刻　
　
　
　
　

御
用
番　

七
蔵　

印

と
い
う
よ
う
に
象
通
行
の
際
の
心
得
を
記
し
た
触
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
資
料
に
よ
り
、三

輪
修
三
氏
は
象
は
船
橋
で
多
摩
川
を
渡
っ
た
と
し（

（
（

、
こ
れ
が
い
ま
で
も
有
力
な
説
と
な
って

い
る
。
ま
た
和
田
氏
も
、
こ
の
説
に
従
って
い
る
。

　

一
方
、
そ
の
後
新
た
な
資
料
と
し
て
、
川
崎
市
市
民
ミュー
ジ
ア
ム
が
所
蔵
す
る
森
家
文

書
の
内
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
一
〇
月
の
『
御
用
留（

（
（

』
に
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ

る
こ
と
が
見
つ
かっ
た
。

　
　

享
保
十
四
酉
年
五
月
廿
四
日
江
戸
入

五
月
廿
三
日
川
崎
泊　
　
　
　
　
　
　

一
御
用
象
参（
壱
）疋　

　
　

宰
領　

長
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木
作
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
舳
田
八
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福　

雄
助

　
　
（
中
略
）

右
象
は
、
従
莫（
廣
）南

国
渡
リ
、
長
崎
よ
り
陸
地
ヲ
歩
、
川
崎
へ
止
宿
、
象
部
屋
三
間
ニ

四
間
新
規
ニ
建
之
、
内
ニ
皮
付
き
太
キ
松
六
尺
堀
込
柱
ニ
す
、
但
し
雄
象
七
歳
也
、

毛
筋
く
せ
鮫
肌
の
如
し
、
高
六
尺
五
寸
、
長
壱
尺
三
寸
、
目
ハ
笹
の
葉
の
如
シ
、
長

サ
三
寸
五
分
、
鼻
ノ
長
サ
三
尺
五
寸
、
鼻
ノ
先
ニ
爪
ノ
如
く
成
気
（
マ
マ
）三
ツ
有
、
此
爪
ニ

カ
ケ
テ
食
物
自
由
成
事
人
の
手
の
如
し
、
牙
二
本
有
、
長
壱
尺
三
寸
、
尾
ハ
牛
の
如

く
三
尺
余
、
足
ノ
太
サ
弐
尺
二
三
寸
、
廻
リ
杉
丸
太
ノ
如
ク
爪
五
ツ
有
、
栗
ノ
如
シ
、

廿
四
日
江
戸
浜
御
殿
へ
入
、
渡
し
場
長
舟
三
艘
も
や
い
、
上
に
象
部
屋
ヲ
造
ル
、
筵

張
リ
、

　
　で

あ
る
。
こ
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
川
崎
宿
到
着
は
五
月
二
三
日
と
な
って
お
り
、
先
の
五
月

一
六
日
付
の
資
料
で
は
一
七
日
と
あ
っ
た
こ
と
か
ら
七
日
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。こ
の
日
時

の
違
い
に
つ
い
て
は
、
実
は
先
の
平
川
家
文
書
の
『
御
用
触
留
帳
』
の
中
に

象
相
煩
候
ニ
付
、
箱
根
宿
ニ
逗
留
之
由
、
唯
今
川
崎
町
よ
り
申
来
リ
候
間
、
左
様

御
心
得
可
有
之
候
、
日
限
相
知
次
第
相
触
可
申
候
、
此
状
村
下
印
形
早
々
御
廻

し
、
留
よ
り
御
返
し
可
被
成
候
、
以
上

　
　
　
　
　

酉
五
月
十
六
日　

未
上
刻　
　
　
　

御
用
番　
　

七　
　

蔵　

印

　
　
（
後
略
）

と
い
う
同
日
付
の
御
触
が
あ
り
、
そ
の
理
由
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
箱
根
に
お
い
て

象
が
病
気
と
な
り
逗
留
し
た
た
め
、
日
程
が
ず
れ
た
こ
と
が
知
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
興
味
深
い
の
は
、
一
六
日
到
着
を
受
け
心
得
九
ヶ
条
を
記
し
た
触
を
受
け
取
っ
た
約

四
時
間
後
に
、
日
程
変
更
の
触
が
届
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
周
辺
に
お
い
て
も
い
ま

だ
象
の
通
行
に
関
し
て
混
乱
が
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
通
行
す
る
現
地
で
の
混
乱
も
ま
た
窺

い
知
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
象
は
何
と
か
体
調
を
回
復
し
、
無
事

に
二
三
日
に
川
崎
宿
に
到
着
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
資
料
で
注
目
す
べ
き
点
が
、

川
崎
宿
に
象
部
屋
と
し
て
太
い
松
木
を
柱
と
し
た
三
間
×
四
間
の
小
屋
を
新
規
に
建
て
ら

れ
た
こ
と
、そ
し
て
何
よ
り
も
渡
し
場
で
は
長
船
（
馬
船
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
三
艘
を
つ
な

ぎ
、
そ
の
上
に
筵
で
囲
っ
た
象
部
屋
を
造
って
象
を
渡
し
た
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
こ
の
資

料
に
よ
り
、
三
輪
氏
は
そ
の
後
に
、
象
の
渡
河
方
法
は
馬
船
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
、
そ

の
説
を
あ
ら
た
め
て
い
る（

（
（

。
ま
た
船
橋
か
ら
渡
船
へ
の
変
更
に
つ
い
て
、
江
戸
入
り
が
遅
れ

た
た
め
か
を
含
め
、
こ
の
文
書
に
は
船
橋
を
設
営
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
平
川
家
文
書
で
は
、一
五
日
段
階
で
船
橋
の
設
営
工
事
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
の
で
、
む
し
ろ
先
の
川
崎
宿
到
着
の
日
時
変
更
と
同
様
に
、
幕
府
側
の
中
で
も

意
思
の
疎
通
が
図
れ
て
い
な
かっ
た
結
果
、
そ
も
そ
も
は
渡
船
で
通
行
の
は
ず
で
あ
っ
た
の

が
、
船
橋
設
営
と
な
って
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
た

だ
し
、こ
こ
に
紹
介
し
た
森
家
文
書
中
の
『
御
用
留
』
に
記
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
他
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に
資
料
が
な
く
、
本
資
料
の
み
で
知
ら
れ
る
内
容
で
あ
っ
た
。
ま
た
通
行
時
か
ら
は
だ
い
ぶ

時
間
が
経
っ
た
幕
末
期
の
資
料
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
象
の
頭
数
に
誤
記
が
あ
る
な
ど
、
本

資
料
の
取
り
扱
い
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
ゆ
え
に
、こ
れ
ま
で
象
の
多
摩
川
渡

河
方
法
に
つ
い
て
は
、
船
橋
あ
る
い
は
渡
船
の
い
ず
れ
の
説
も
可
能
性
と
し
て
両
立
し
て
い

た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
近
年
新
た
に
発
見
さ
れ
た
『
川

崎
年
代
記
録
』
下
巻
に
、
象
の
多
摩
川
渡
河
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
な
記
述
が
あ
る
こ
と
が

わ
かっ
た
。
そ
こ
で
以
下
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
と
思
う
。

二　

道
中
に
お
け
る
象
の
渡
河
の
実
態

　

そ
こ
で
ま
ず
、
具
体
的
な
多
摩
川
の
渡
河
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
に
、
そ
も
そ
も

今
回
の
長
崎
か
ら
江
戸
ま
で
の
移
動
に
つ
い
て
、
象
の
渡
河
に
対
す
る
幕
府
の
対
応
や
、
そ

の
方
法
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
確
認
し
て
置
く
こ
と
と
す
る
。移
動
に
お
け
る
様
々

な
動
き
に
つ
い
て
は
、
和
田
氏
が
各
地
に
残
る
古
文
書
な
ど
を
調
査
し
明
ら
か
に
し
て
い
る

が
、
本
稿
で
は
特
に
資
料
が
よ
く
残
って
い
る
「
駿
河
国
富
士
郡
岩
本
村
文
書
な
ら
び
に

富
士
川
交
通
史
料（

（
（

」
及
び
「
遠
江
国
引
佐
郡
気
賀
宿
中
村
家
文
書（

（
（

」
を
中
心
に
み
て
い

く
こ
と
と
す
る
。
な
お
気
賀
宿
は
、
浜
名
湖
の
北
に
位
置
し
東
海
道
の
脇
往
還
で
あ
る
本

坂
通
（
通
称
・
姫
街
道
）
の
宿
で
関
所
も
置
か
れ
て
い
た
。
東
海
道
の
今
切
の
渡
し
を
回

避
す
る
た
め
に
取
ら
れ
た
ル
ー
ト
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
山
間
部
の
峠
道
で
あ
り
、
か

つ
東
海
道
ル
ー
ト
に
比
べ
距
離
的
に
も
大
幅
な
迂
回
路
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、通
行
に
あ
たっ

て
は
困
難
を
極
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
最
初
に
『
御
用
象
本
坂
通
之
節
御
触
書
之
写
』
に
四
月
一
六
日
発
給
の
先
触
と

し
て
、
次
の
記
載
が
あ
る（

（1
（

。

　
　

先
触

四
月
廿
五
日
到
来

此
度
御
用
之
象
壱
疋
、
江
戸
へ
牽
越
候
間
入
用
之
品
并
人
馬
無
遅
滞
可
被
差
出

候
、
大
坂
よ
り
江
戸
迄
之
泊
付
左
ニ
記
之
候
、
尤
風
雨
強
節
、
或
象
草
臥
候
得
は
、

二
三
日
遅
滞
之
儀
も
可
有
之
候
、
其
節
は
其
所
よ
り
追
触
可
差
出
候
、
以
上

一
川
々
船
渡
之
所
、
船
用
意
無
用
ニ
候
、
象
船
ニ
殊
外
乗
兼
候
、
歩
渡
ヲ
好
ミ
候
、

拾
町
十
二
三
町
乃
至
一
里
程
廻
ツ
ツ
と
て
も
浅
瀬
を
相
尋
、浅
瀬
歩
渡
致
度
候
、

浅
瀬
無
之
川
は
土
橋
随
分
丈
夫
ニ
頼
存
候

但
、
川
水
人
を
渡
候
て
、
股
迄
立
候
水
は
心
安
越
候
、
川
幅
広
キ
者
構
無
之
候
、

尤
土
橋
も
不
相
成
川
は
、
船
橋
御
用
意
頼
入
候
、
第
一
歩
渡
ヲ
好
ミ
候
、
船
渡
は

嫌
申
候

　
　

 （
中
略
）

　
　
　

四
月
十
六
日　
　
　
　
　

高
木
作
右
衛
門
内　

福
井
雄
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
断　
　
　
　
　

小
舳
田
八
左
衛
門

　
　

従
大
坂
江
戸
迄

　
　
　
　
　
　
　

宿
　々
問
屋
年
寄 

中

此
先
触
於
江
戸
石
町
弐
町
目
長
崎
屋
源
右
衛
門
方
江
可
被
相
届
候
、
以
上

こ
の
先
触
は
、
長
崎
代
官
の
手
代
で
あ
る
福
井・小
舳
田
の
両
名
に
よ
って
、
姫
路
で
出
さ

れ
た
も
の
で
、
江
戸
ま
で
の
各
宿
に
お
け
る
心
得
を
箇
条
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で

渡
河
に
つ
い
て
は
、「
象
は
船
に
乗
る
こ
と
を
嫌
う
こ
と
か
ら
渡
船
は
不
要
で
あ
り
、
若
干

の
遠
回
り
を
し
て
も
浅
瀬
を
歩
行
で
渡
る
か
、
土
橋
で
十
分
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
ま

た
嵩
山
宿
の
儀
平
太
が
三
ケ
日
村
・
気
賀
宿
に
宛
て
た
『
象
一
尾　

西
宮　

尼
崎　

大

坂
見
届
ヶ
諸
事
覚（

（1
（

』
に
は

播
州
十
三
渡
り
渉
之
節
、
川
水
を
見
セ
不
申
た
め
ニ
、
右
舟
ニ
か
こ
い
致
申
御
座
候
、

然
は
橋
ニ
ハ
入
不
申
候
、

と
あ
り
、
播
磨
国
内
で
は
船
に
囲
い
を
し
て
象
を
乗
せ
渡
河
し
た
こ
と
か
ら
、
橋
は
不
必
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享保一四年における象の多摩川渡河について

要
で
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
五
月
四
日
付
追
触
に
は（

（1
（

一
象
段
々
無
滞
可
致
旅
行
と
存
候
、宿
々
之
儀
先
達
て
稲
生
下
野
守
殿
相
触
被
置

候
通
、
大
造
ニ
無
之
様
ニ
随
分
細
心
得
旅
行
可
申
候
、
先
達
て
三
宅
周
防
守
被

申
越
候
以
附
添
候
面
々
も
可
得
其
意
存
候

一
川
々
船
場
等
之
儀
は
、
大
造
之
事
ニ
候
条
可
成
程
ハ
、
船
乗
候
様
ニ
可
仕
候
、
夫

共
其
場
所
其
時
之
様
子
ニ
よ
り
宜
様
ニ
可
致
作
略
候

一
於
長
崎
被
申
付
候
品
々
も
可
有
之
候
得
共
、
日
本
之
獣
ニ
て
無
之
候
間
、
臨
時

彼
是
異
変
成
事
も
可
有
之
候
間
、
其
節
は
宜
様
ニ
可
被
計
義
は
勿
論
之
事
ニ
候

得
共
、
前
條
之
通
万
端
大
造
無
之
様
可
仕
候
事

　
　
　

五
月

一
渡
部
出
雲
守
よ
り
差
越
候
書
付
、
急
度
可
届
者
也

　
　
　

五
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　

下
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

品
川
よ
り
宿
々
問
屋

と
、
こ
こ
で
も
渡
河
に
あ
たって
は
大
が
か
り
な
こ
と
は
せ
ず
、
象
を
船
に
乗
せ
渡
せ
ば
よ

い
と
し
、
場
所
や
天
候
な
ど
を
鑑
み
て
適
切
な
対
応
を
求
め
て
い
る
。

　

以
上
の
資
料
か
ら
推
量
す
る
に
、象
の
渡
河
に
あ
たって
は
当
初
の
長
崎
奉
行
の
通
達
の

よ
う
に
原
則
浅
瀬
を
利
用
し
歩
行
で
渡
し
、
そ
れ
が
難
し
い
河
川
、
急
流
や
瀬
の
早
い
所

で
は
船
に
乗
せ
渡
ら
せ
る
こ
と
と
し
、
船
橋
な
ど
大
が
か
り
な
造
作
は
必
要
と
し
な
い
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
「
駿
河
国
富
士
郡
岩
本
村
文
書
な
ら
び
に
富
士
川
交
通
史
料
」
の
中
に
も
、
享

保
期
に
お
け
る
象
の
通
行
関
係
資
料
が
数
点
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
享
保
一
四
年

四
月
二
九
日
付
の
『
富
士
川
仮
船
橋
御
入
用
積
』
と
い
う
資
料
が
あ
る
。
そ
の
中
身
は
、

川
幅
二
六
間
の
う
ち
本
瀬
が
一
一
間
の
富
士
川
に
船
橋
を
架
け
る
た
め
の
松
木
な
ど
の
材

料
の
ほ
か
、
人
足
や
大
工
・
木
挽
の
人
数
を
記
し
た
見
積
帳
と
な
って
い
る
。
ま
た
同
じ
く

『
御
用
之
象
通
候
ニ
付
御
触
書
写
』
に
も
、同
内
容
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

和
田
氏
は
、
富
士
川
に
お
い
て
は
船
橋
で
渡
河
し
た
と
し
、さ
ら
に
三
輪
氏
の
当
初
の
研
究

に
基
づ
き
多
摩
川
を
加
え
、
江
戸
ま
で
の
道
中
に
お
い
て
こ
の
二
ヶ
所
の
み
に
象
の
渡
河
の

た
め
に
船
橋
が
設
置
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
な
お
象
は
五
月
一
二
日
に
蒲
原
宿
に
泊
り
、翌

一
三
日
に
三
島
宿
に
到
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
富
士
川
渡
河
は
一
三
日
中
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
そ
の
前
々
日
の
日
付
が
あ
る
次
の
資
料
で
あ
る（

（1
（

。

以
人
を
申
進
候
、
然
は
象
乗
船
今
日
出
来
致
候
、
依
之
明
朝
御
役
所
よ
り
御
出
、

一
渡
り
相
渡
シ
候
て
御
覧
被
成
候
筈
ニ
御
座
候
、舟
頭
之
儀
能
キ
舟
頭
吟
味
被
成
、

六
人
明
朝
此
方
端
へ
可
被
遣
候
、
此
外
川
立
に
て
達
者
成
者
拾
人
、
都
合
拾
六
人

明
朝
未
明
ニ
御
出
被
成
候
、
以
上

　
　
　

五
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
資
料
に
よ
れ
ば
、
一
一
日
に
象
の
乗
る
船
が
で
き
た
の
で
、
役
所
よ
り
役
人
が
視
察
に

来
る
た
め
、
腕
の
良
い
船
頭
六
人
と
泳
ぎ
の
達
者
な
者
一
〇
人
を
明
朝
未
明
に
出
張
る
よ

う
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
し
て
、
富
士
川
に
お
い
て
は
、
船
橋
設
営
の
準

備
は
進
め
て
い
た
も
の
の
、
変
更
さ
れ
実
際
は
船
に
よ
って
渡
河
し
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
同
様
に
、
通
行
後
の
文
書
に
も（

（1
（

（
前
略
）
然
は
去
ル
五
月
、
象
冨
士
川
航
船
之
節
諸
入
用
有
之
由
、（
後
略
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
富
士
川
に
お
け
る
渡
河
方
法
は
、
船
橋
で
は
な
く
渡
船
で
あ
っ
た
こ

と
が
裏
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

象
の
道
中
に
お
け
る
す
べ
て
の
河
川
の
渡
河
実
態
は
、
残
念
な
が
ら
資
料
の
残
存
状
況

か
ら
詳
細
が
解
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
方
法
は
ほ
ぼ
歩
行
な
い
し
は
渡
船

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
船
橋
と
渡
船
の
両
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説
が
あ
る
多
摩
川
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

三　

多
摩
川
渡
河
の
実
態

　

本
稿
で
紹
介
す
る
『
川
崎
年
代
記
録
』
下
巻
で
あ
る
が
、本
資
料
の
上
巻
と
中
巻
に
つ

い
て
は
、現
在
川
崎
市
市
民
ミュー
ジ
ア
ム
が
所
蔵
す
る
森
家
文
書
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
森
家
は
川
崎
宿
内
の
久
根
崎
町
に
居
住
し
、
問
屋
役
な
ど
を
務
め
た
家
で
あ

る
。
所
蔵
し
て
い
た
文
書
類
は
早
く
か
ら
川
崎
市
に
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
川

崎
宿
の
運
営
や
記
録
類
、助
郷
や
六
郷
の
渡
し
関
係
を
中
心
に
、近
代
以
降
の
行
政
や
鉄

道
関
係
な
ど
も
含
ま
れ
、
全
一
一
五
六
件
に
の
ぼ
る
。
そ
の
文
書
群
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

最
初
に
神
奈
川
県
史
編
纂
時
の
昭
和
五
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
神
奈
川
県
史
資
料
所
在

目
録
』
第
四
二
集
に
目
録
が
掲
載
さ
れ
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、そ
の
後
再
整
理

が
行
わ
れ
平
成
九
年
に
川
崎
市
市
民
ミ
ュー
ジ
ア
ム
が
刊
行
し
た
『
川
崎
市
市
民
ミ
ュー
ジ

ア
ム
収
蔵
品
目
録
─
歴
史
資
料
─
』
第
三
集
が
現
在
の
基
本
目
録
と
な
って
い
る
。
そ
の

中
に
『
川
崎
年
代
記
録
』
上
巻
・
中
巻
が
含
ま
れ
て
お
り
、
川
崎
宿
を
研
究
す
る
上
で

の
基
本
資
料
と
し
て
、以
前
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
資
料
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
残
念

な
が
ら
下
巻
に
つ
い
て
は
、
川
崎
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
時
点
で
す
で
に
欠
失
し
て
お
り
、
長
い

間
そ
の
所
在
が
不
明
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
近
年
市
場
に
出
た
こ
と
で
、
新
た
な
発
見
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
こ
の
新
出
資
料
で
あ
る
下
巻
が
、
森
家
文
書
の
『
川

崎
年
代
記
録
』
の
欠
本
で
あ
る
の
か
、
上
・
中
巻
と
比
較
し
検
討
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
表
紙
の
料
紙
や
題
箋
の
体
裁
が
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
書
き
記
さ
れ
た
文
字

も
、
他
の
森
家
文
書
と
同
筆
の
独
特
な
筆
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
見
つ
かっ
た
下
巻

も
、
本
来
は
森
家
文
書
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
も
の
で
、
時
期

と
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
森
家
か
ら
流
出
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ

う
。
な
お
本
資
料
は
、
全
一
〇
八
丁
、
法
量
は
縦
二
三
・
九㎝
、
横
一
七
・
二㎝
で
袋
綴
じ

の
竪
帳
で
あ
る
。

　
で
は
、
具
体
的
に
み
て
い
き
た
い
と
思
う
。
本
稿
に
関
連
す
る
記
事
で
あ
る
が
、
次
の
よ

う
な
記
載
が
あ
る
。

享
保
十
四
酉
年
四
月
十
八
日
夜
、
新
宿
町
一
行
寺
前
三
左
衛
門
店
小
間
物
屋
作

兵
衛
方
よ
り
出
火
、
上
之
方
権
十
郎
迄
、
問
屋
之
会
所
は
助
ケ
忠
四
郎
迄
、
下
方

紀
伊
国
屋
平
兵
衛
迄
、
本
陣
は
防
き
助
ケ
清
九
郎
迄
、
四
拾
弐
軒
類
焼
す

享
保
十
四
酉
年

同
年
、
従
交
趾
国
象
献
上
、
長
崎
御
代
官
高
木
作
右
衛
門
手
代
附
添
下
り
、
同

五
月
廿
三
日
川
崎
泊
、
や
ど
新
宿
町
六
郎
兵
衛
小
屋
掛
を
し
つ
ら
ひ
入
置
、
渡
し

場
船
橋
ニ
被
仰
付
、
久
保
万
右
衛
門
殿
御
懸
り
、
御
出
入
之
大
工
八
郎
兵
衛
・
長

右
衛
門
参
り
材
木
揚
、
但
し
所
々
上
道
中
渡
船
場
之
様
子
見
合
せ
に
彦
十
郎
参
見

届
候
所
、
天
龍
川
よ
り
段
々
船
渡
し
場
、
水
棹
こ
き
ニ
て
相
済
候
ニ
付
、
俄
ニ
船
橋

ヲ
相
止
メ
平
太
船
も
や
ひ
、
丸
太
を
掻
き
、
板
・
筵
・
敷
砂
を
持
込
土
間
ニい
た
し
、

左
右
筵
囲
、
此
外
ニ
て
棹
こ
き
ニ
て
相
渡
し
候
、
象
ニ
水
を
見
せ
候
を
厭
ひ
、
前
後

も
囲
之
開
戸
、
尤
船
橋
荒
増
拵
仕
立
候
入
用
并
泊
入
用
夥
敷
、
其
上
象
遣
ひ
之

者
へ
先
キ
宿
段
々
取
繕
等
有
之
ニ
付
、
弥
増
来
、
此
趣
及
御
沙
汰
、
右
之
者
共
御

咎
被
仰
付
候
、
当
所
火
難
の
う
へ
に
右
入
用
懸
り
、
至
極
之
困
窮
ニ
相
成
候

　
　
　

宰
領　

磯
崎
久
右
衛
門　

岡
室
伝
次
郎　
　

其
外
象
遣
ひ

大
唐
米
八
升　

草
藁　

久
年
母　
　

人
数
拾
壱
人
、
右
代
銭
合
六
百
六
十
弐
文

御
払
、
右
宿
々
一
同
払
来
候
へ
共
、
象
之
飼
料
種
々
之
も
の
を
申
付
、
竹
の
子
或
ハ

ま
ん
じ
う
色
々
差
出
す

短
い
文
面
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
な
い
内
容
が
含
ま
れ
お
り
、
か
つ
よ
り

詳
細
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
内
容
を
み
て
い
き
た
い
。
川
崎
宿
へ
は
五
月

二
三
日
に
宿
泊
と
あ
り
、
こ
れ
は
先
の
元
治
元
年
『
御
用
留
』
と
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に

宿
泊
に
あ
た
り
象
小
屋
を
、
新
宿
町
の
六
郎
兵
衛
宅
に
建
て
ら
れ
た
と
す
る
。
残
念
な
が
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ら
六
郎
兵
衛
宅
の
正
確
な
位
置
は
わ
か
ら
な
い
が
、
新
宿
町
と
い
う
こ
と
で
川
崎
宿
で
も

中
心
地
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
さ
て
象
小
屋
の
建
築
に
つ
い
て
は
、
各
地
に
資
料
が
残
って
い

る
。
川
崎
宿
で
も
、元
治
元
年
『
御
用
留
』
に
「
象
部
屋
三
間
ニ
四
間
新
規
ニ
建
之
、内

ニ
皮
付
き
太
キ
松
六
尺
堀
込
柱
ニ
す
」
と
あ
り
、規
模
な
ど
は
他
所
と
同
様
で
あ
っ
た
。
ち

な
み
に
気
賀
宿
で
の
象
小
屋
は
板
で
四
方
を
囲
い
、出
入
の
戸
を
二
ヶ
所
設
け
て
い
た
。
さ

ら
に
そ
の
内
一
ヶ
所
は
、
海
道
の
裏
手
に
通
じ
火
災
が
発
生
し
た
場
合
の
避
難
道
へ
と
通
じ

て
い
た（

（1
（

。
将
軍
献
上
の
象
だ
け
に
、
各
宿
と
も
念
を
入
れ
た
作
り
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
で
は
本
稿
の
課
題
で
あ
る
象
の
多
摩
川
渡
河
方
法
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。

　

本
資
料
で
は
、
当
初
船
橋
の
設
営
が
命
じ
ら
れ
、
大
工
二
名
に
よ
って
そ
の
準
備
が
進
め

ら
れ
る
中
、
川
崎
宿
問
屋
役
彦
十
郎
が
川
崎
以
西
の
渡
船
場
の
様
子
を
視
察
し
た
と
こ

ろ
、天
龍
川
よ
り
は
船
に
よ
る
渡
河
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、急
遽
船
橋
を
や
め
渡
船
に
変
更

し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
船
橋
設
営
も
「
荒
増
拵
仕
立
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
先

に
見
た
平
川
家
文
書
の
記
述
の
よ
う
に
工
事
は
す
で
に
行
わ
れ
、ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
れ
で
あ
って
も
急
遽
取
り
止
め
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、本
資
料
で
は
視
察

結
果
と
の
み
が
記
さ
れ
て
お
り
不
明
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
先
の
よ
う
な
役
所
か
ら
の
触
書

を
遵
守
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
で
は
実
際
の
渡
河
方
法
で
あ
る
が
、「
平
太
船
も
や
ひ
」
と
あ
る
よ
う
に
、船
底
が
平
ら

の
川
船
（
お
そ
ら
く
渡
し
で
使
う
馬
船
で
あ
ろ
う
）
を
何
艘
か
つ
な
ぎ
、
削
っ
た
丸
太
に
板

と
筵
を
敷
い
て
、
さ
ら
に
砂
を
撒
き
土
間
の
よ
う
に
拵
え
、
そ
こ
に
左
右
は
筵
で
囲
い
、
前

後
は
開
き
戸
と
し
た
部
屋
を
作
り
象
を
押
し
入
れ
て
、
棹
で
漕
い
で
渡
河
し
た
よ
う
で
あ

る
。
な
お
船
上
に
小
屋
を
作
る
の
は
、
元
治
元
年
『
御
用
留
』
に
も
あ
り
、
播
磨
の
事

例
に
も
見
え
る
。

　

さ
て
こ
の
文
書
自
体
は
、
象
の
通
行
に
係
る
記
録
と
い
う
よ
り
も
、
文
書
の
最
初
に
記

述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、約
一
ヶ
月
前
に
川
崎
宿
は
火
災
に
見
舞
わ
れ
四
二
軒
が
焼
失
し
て

い
る
。
そ
こ
へ
象
の
通
行
が
あ
り
無
駄
に
な
って
し
ま
っ
た
船
橋
の
造
営
費
用
、さ
ら
に
象
の

宿
泊
の
た
め
の
関
係
費
用
と
出
費
が
嵩
み
、
宿
財
政
が
困
窮
し
て
い
る
こ
と
を
主
と
し
た

目
的
と
し
て
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
、こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
こ
な
かっ

た
象
の
多
摩
川
渡
河
方
法
に
関
す
る
具
体
的
な
内
容
が
記
さ
れ
て
お
り
、貴
重
な
資
料
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
『
川
崎
年
代
記
録
』
上
巻
の
序
に
よ
れ
ば
、
川
崎
宿

は
宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）
に
起
き
た
大
火
で
宿
場
の
記
録
類
の
ほ
と
ん
ど
が
焼
失
し

た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
以
前
の
宿
の
記
録
に
つ
い
て
隣
接
す
る
宿
場
や
村
々
で
の
調
査
を
ま

と
め
、明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
に
完
成
し
た
と
あ
る（

（1
（

。
す
な
わ
ち
象
通
行
か
ら
四
〇
数

年
後
に
作
成
さ
れ
た
資
料
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
以
前
の
記
録
を
調
査
し
編
纂
し
た
も
の
と

考
え
れ
ば
、
こ
こ
で
の
記
述
の
内
容
は
信
憑
性
が
非
常
に
高
い
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
多
摩
川
の
渡
河
は
、
同
年
代
資
料
と
し
て
船
橋
に
つ
い
て
記
し
た
平
川
家
文

書
と
、
幕
末
期
に
渡
船
で
の
通
行
に
つ
い
て
書
か
れ
た
森
家
文
書
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
時
代
資
料
の
船
橋
が
有
力
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
回
ほ
ぼ
同
時
代
で
あ
る

『
川
崎
年
代
記
録
』
下
巻
が
見
つ
かっ
た
こ
と
か
ら
、渡
船
説
が
確
実
な
も
の
に
な
っ
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
な
お
船
橋
も
、
事
前
の
触
に
よ
り
設
営
は
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
最
終
的
に

は
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
かっ
た
。
こ
れ
は
富
士
川
の
事
例
も
同
様
で
あ
り
、
も
し
か
す
る

と
他
の
河
川
に
お
い
て
も
同
様
の
状
況
が
生
じ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
雑
駁
で
は
あ
る
が
多
摩
川
に
お
け
る
象
の
渡
河
方
法
に
つ
い
て
、
近
年
見
つ
かっ

た
新
し
い
資
料
か
ら
再
検
討
を
し
て
み
た
。
結
論
か
ら
述
べ
れ
ば
、
そ
の
方
法
は
船
橋
で
は

な
く
渡
船
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
実
は
筆

者
も
こ
れ
ま
で
船
橋
が
有
力
で
は
な
い
か
と
思
って
い
た
が
、
今
回
新
し
い
資
料
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
再
検
討
を
加
え
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
多
摩
川
の
場
合
、
で
き
れ
ば
船
橋
撤

去
に
関
す
る
資
料
が
あ
れ
ば
、
よ
り
そ
の
顛
末
が
わ
か
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら

管
見
の
限
り
で
は
残
って
い
な
い
。
ま
た
そ
れ
以
外
に
も
、
本
来
は
も
う
少
し
江
戸
ま
で
の

道
中
の
各
河
川
で
の
渡
河
状
況
に
つ
い
て
、
綿
密
に
調
査
す
る
必
要
も
あ
る
と
感
じ
て
い
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る
。
例
え
ば
、象
の
道
中
に
お
け
る
注
意
事
項
を
記
し
た
御
触
な
ど
の
文
書
通
達
に
対
し
、

富
士
川
や
多
摩
川
に
お
い
て
は
現
地
で
の
対
応
に
混
乱
が
生
じ
て
お
り
、
情
報
の
伝
達
や

収
集
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
齟
齬
が
生
じ
て
い
た
の
か
な
ど
、
で
き
れ
ば
今
後

も
引
き
続
き
調
査
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

な
お
最
後
に
、『
川
崎
年
代
記
録
』
下
巻
の
先
の
記
述
の
末
尾
に
、
興
味
深
い
記
述
が

あ
る
の
で
紹
介
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
は
、

附
り
、
江
戸
着
後
菅
（
上
脱
ヵ
）生
村
源
兵
衛
方
へ
被
遣
象
の
尿

（
屎
ヵ
）を
取
、
白
牛
散
を
あ
ハ
せ
、
疱

瘡
之
薬
の
よ
し
、
所
々
へ
被
下
候

と
い
う
記
述
で
あ
る
。
白
牛
は
や
は
り
吉
宗
が
輸
入
し
た
イ
ン
ド
産
の
牛
で
、
背
に
ラ
ク
ダ

の
よ
う
な
コ
ブ
が
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
享
保
一
五
年
（
一
七
三
〇
）に
疱
瘡
が
流
行
し

た
際
に
は
、
こ
の
白
牛
の
糞
を
使
っ
た
「
白
牛
洞
」
と
い
う
薬
が
作
ら
れ
、
江
戸
町
民
に

配
布
す
る
触
も
出
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
一
方
で
象
の
糞
も
同
一
七
年
に
「
象
洞
」
と
名
付
け
ら

れ
疱
瘡
の
薬
と
し
て
売
ら
れ
た
と
い
う（

（1
（

。
本
資
料
の
記
述
に
は
、
お
そ
ら
く
錯
簡
も
あ
る

と
思
う
が
、
と
も
に
外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
動
物
の
糞
を
薬
と
す
る
な
ど
、
そ
の
効
能
は

疑
わ
し
い
が
当
時
の
本
草
学
の
盛
り
上
が
り
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
さ
ら
に
上
菅
生
村
（
現
・
川
崎
市
多
摩
区
枡
形
周
辺
）
の
源
兵
衛
と
は
、
儒
者
・

歌
人
で
表
坊
主
を
務
め
た
成
島
信
遍
（
道
筑
）
や
、旗
本
ら
幕
臣
と
も
昵
懇
で
あ
っ
た
田

沢
源
太
郎
義
章
の
父
で
あ
る
氏
勝
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る（

（1
（

。

し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
別
稿
に
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
と
思
う
。

註（
1
）
象
の
日
本
へ
の
輸
送
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
ン
・
ハ
イ
・
リ
ン
「
前
近
代
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
象

の
国
家
的
管
理
と
象
貿
易
」（『
専
修
大
学
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
』
第
四
号　

二
〇
一
八
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

（
2
）
和
田
実
『
享
保
十
四
年
、
象
，
江
戸
へ
ゆ
く
』　

岩
田
書
院　

二
〇
一
五
年

　
　
　

以
下
、
和
田
氏
の
研
究
に
つ
い
て
は
本
書
に
よ
る
。

（
3
）『
大
田
区
史
』
資
料
編
一　

平
川
家
文
書　

Ⅰ
─
一
六
号
文
書　

大
田
区　

一
九
七
五
年　

（
4
）
三
輪
修
三
『
東
海
道
川
崎
宿
』　

八
雲
書
房　

一
九
八
二
年

（
5
）『
川
崎
宿
御
用
留
（
二
）』　

川
崎
市
博
物
館
資
料
調
査
団　

一
九
八
七
年

（
6
）
資
料
で
は
「
小
野
田
八
左
衛
門
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、和
田
氏
に
よ
れ
ば
本
来
は
「
小
舳
田
」

が
正
し
く
、一
度
間
違
え
た
情
報
が
訂
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
各
文
書
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
7
）『
大
田
区
史
』
中
巻　

第
五
章
第
二
節　

一
九
九
二
年
三
月

（
8
）
人
間
文
化
研
究
機
構　

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵

（
9
）
註
（
8
）
と
同
じ

（
10
）
遠
江
国
引
佐
郡
気
賀
宿
中
村
家
文
書　

人
間
文
化
研
究
機
構　

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵

（
11
）『
異
国
よ
り
献
上
之
大
象
来
朝
本
坂
越
江
戸
へ
下
候
気
賀
泊
諸
事
留
』　

遠
江
国
引
佐
郡
気
賀
宿

中
村
家
文
書　

人
間
文
化
研
究
機
構　

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵　

な
お
嵩
山
宿
は
、現
在
の

愛
知
県
豊
橋
市
内
で
本
坂
通
の
宿
場
で
あ
る
。

（
12
）『
御
用
之
象
通
行
之
節
触
状
并
廻
状
』　

駿
河
国
富
士
郡
岩
本
村
文
書
な
ら
び
に
富
士
川
交
通
史

料　

人
間
文
化
研
究
機
構　

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵

（
13
）『
御
用
象
船
出
来
注
進
状
』　

駿
河
国
富
士
郡
岩
本
村
文
書
な
ら
び
に
富
士
川
交
通
史
料　

人
間

文
化
研
究
機
構　

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵

（
14
）『
象
通
行
入
用
ニ
付
岩
本
村
名
主
書
状
案
』　

駿
河
国
富
士
郡
岩
本
村
文
書
な
ら
び
に
富
士
川
交

通
史
料　

人
間
文
化
研
究
機
構　

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵

（
15
）
註
（
11
）
と
同
じ
。
な
お
本
資
料
に
は
絵
図
面
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）『
川
崎
年
代
記
録
』
上
巻　

森
家
文
書　

川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

な
お
、『
川
崎
宿
関
係

史
料
（
一
）』
川
崎
史
資
料
叢
書
第
三
巻
（
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

一
九
九
一
年
）
に

翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）
鈴
木
則
子
「
江
戸
時
代
の
麻
疹
と
治
療
」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
五
〇
─
四　

二
〇
〇
四
年
）

（
18
）
加
藤
曳
尾
庵
「
我
衣
」
巻
一
上
（『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
一
五
巻　

都
市
民
俗　

三

一
書
房　

一
九
七
〇
年
）

（
19
）
田
沢
家
に
つ
い
て
は
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
の
「
上
菅
生
村
」
の
項
に
詳
し
く
記
さ
れ
て

い
る
。
な
お
源
太
郎
義
章
に
は
『
武
蔵
野
地
名
考
』
な
ど
の
著
書
も
あ
り
、ま
た
川
崎
宿
本
陣

を
務
め
『
民
間
省
要
』
を
執
筆
し
た
田
中
休
愚
や
、川
崎
で
新
田
開
発
や
砂
糖
の
国
産
化
に
従

事
し
た
池
上
幸
豊
ら
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。


